
ロ
ゼ
ロ
融
資
を
抱
え
る
取

引
先
の
支
援
を
進
め
る
場

合
、
事
業
運
営
に
ど
の
く
ら
い
の

資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、

す
な
わ
ち
運
転
資
金
を
把
握
す
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
。

　

金
融
機
関
は
、
ま
ず
は
必
要
な

運
転
資
金
を
正
し
く
把
握
し
て
安

定
的
に
支
援
し
、
経
営
者
が
安
心

し
て
経
営
に
専
念
し
継
続
し
て
営

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
生
ん
で

い
け
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
う
え
で
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資

等
に
つ
い
て
返
済
原
資
と
整
合
し

た
条
件
で
融
資
を
整
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
現
場
で
は

必
要
運
転
資
金
の
算
出
に
誤
り
が

み
ら
れ
る
う
え
、
返
済
原
資
と
整

合
し
な
い
融
資
が
一
般
化
し
て
い

る
。
改
め
て
原
点
に
立
ち
返
り
、

運
転
資
金
融
資
の
あ
り
方
を
考

え
、
取
引
先
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

　

以
下
で
は
、
運
転
資
金
の
基
本

的
な
仕
組
み
や
、
算
出
方
法
な
ど

を
解
説
し
て
い
く
。

事
業
で
常
に
必
要
な
の
が

経
常
運
転
資
金

　

改
め
て
、
運
転
資
金
と
は
何
か

確
認
し
て
お
こ
う
。

　

企
業
の
経
営
で
は
図
表
１
の
と

お
り
①
仕
入
れ
・
諸
費
用
な
ど
現

金
支
払
い
→
②
売
上
代
金
の
現
金

回
収
→
①
仕
入
れ
・
諸
費
用
な
ど

現
金
支
払
い
─
─
と
い
う
サ
イ
ク

ル
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
こ
で
①
現
金
支
払
い
と
②
現

金
回
収
の
時
間
的
な
ず
れ
を
「
③

収
支
ズ
レ
」
と
呼
ぶ
。
収
支
ズ
レ

で
常
に
必
要
と
な
る
運
転
資
金
が

「
経
常
運
転
資
金
」
で
あ
る
。
事

業
が
継
続
す
る
限
り
解
消
し
な
い

性
質
の
資
金
だ
。

　

一
般
的
に
運
転
資
金
は
、
事
業

が
拡
大
し
て
い
る
と
拡
大
分
の
仕

入
費
用
・
外
注
費
な
ど
が
先
行
し

て
発
生
す
る
の
で
増
加
す
る
。
事

業
が
縮
小
し
て
い
る
と
き
は
そ
の

分
だ
け
仕
入
費
用
・
外
注
費
な
ど

が
減
る
た
め
減
少
す
る
。
比
較
的

ゼ

資金繰り把握に欠かせない！

　資金繰りを把握するうえで欠かせない、運転資金
の算定方法などを基礎から解説していこう。

金融コンサルタント

大内修

運転資金の運転資金の
正しい算出方法と正しい算出方法と
融資のあり方融資のあり方
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現
金
回
収
か
ら
現
金
支
払
い
を
引

い
て
手
元
に
残
っ
た
資
金
、
す
な

わ
ち
当
期
純
利
益
が
返
済
原
資
と

な
る
。
図
表
１
で
い
え
ば
Ｂ
売
上

現
金
回
収

－

Ａ
現
金
支
払
い
だ
。

　

た
だ
し
、
中
小
企
業
の
当
期
純

利
益
を
見
る
と
き
は
次
の
２
点
を

念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
１
つ

は
、
当
期
純
利
益
は
内
部
留
保
し

て
事
業
基
盤
を
強
化
す
る
か
、
月

商
の
３
カ
月
程
度
な
ど
の
量
を
手

元
現
預
金
と
し
不
測
の
事
態
に
備

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
も
う
１

つ
は
、
中
小
企
業
の
約
65
％
は
申

告
所
得
赤
字
で
少
額
か
つ
不
安
定

で
あ
る
こ
と
だ
。

　

返
済
原
資
を
「
当
期
純
利
益
＋

減
価
償
却
相
当
額
」
と
定
義
す
る

こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
減
価
償

却
費
は
本
来
「
設
備
に
か
か
る
借

入
れ
」
の
返
済
原
資
も
し
く
は

「
次
の
投
資
」
の
原
資
で
あ
る
。

事
業
清
算
予
定
の
企
業
を
除
き
、

こ
れ
を
返
済
原
資
と
見
な
す
の
は

事
業
継
続
の
否
定
に
通
じ
、
正
し

く
は
な
い
と
考
え
る
。

短
期
間
で
変
動
す
る
の
で
、
融
資

取
引
に
お
い
て
は
「
長
期
融
資
」

で
は
な
く
「
短
期
融
資
」
で
対
応

し
、
継
続
的
に
業
況
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な

が
ら
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

運
転
資
金
に
は
、
経
常
運
転
資

金
の
ほ
か
に
、
季
節
要
因
や
増
加

受
注
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
増

加
運
転
資
金
」
も
あ
る
。
増
加
運

転
資
金
は
、
在
庫
積
増
し
や
追
加

外
注
費
な
ど
の
現
金
支
払
い
を
起

点
と
し
、
増
加
分
の
売
上
代
金
回

収
が
完
結
す
る
時
点
を
終
期
と
す

る
、「
短
期
間
で
清
算
さ
れ
る
」

性
格
の
運
転
資
金
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
算
出
方
法
が
課
題

に
な
り
や
す
い
経
常
運
転
資
金
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

経
常
運
転
資
金
は
一
般
的
に
、

（時間）

現金支払（Ａ）と売上現金
回収（Ｂ）の時間的ズレに
よる必要資金は事業が継続
している限り必要となる

【Ｃ】収支ズレ （当期純利益≒【Ｂ】－【Ａ】）

売上・引き渡し回収現金は【Ａ】に充当される。
事業継続中、比較的短期間にＡ現金支払い⇒
Ｂ現金回収⇒Ａ現金支払い…が繰り返される

【Ｂ】売上現金回収

仕入（在庫）・受注、加工・生産、人件費、
外注費、販売管理費、家賃、光熱費、税金
…など、事業経営に不可欠な諸費用の現金
支払および手持ち現預金（理想は月商の３
カ月分）

【Ａ】仕入れなど現金支払い
Ｂより先に
Ａが必要！

図表１　運転資金の構造

売上債権
（売掛金＋
受取手形）

棚卸資産
（在庫）

仕入債務
（買掛金＋
支払手形）

経
常
運
転
資
金

経常運転資金のイメージ 計算方法
簡便的な方法は…
・経常運転資金＝
　売上債権＋棚卸資産－仕入債務

回転期間を使った
実践的な方法は…
・経常運転資金＝
　売上債権回転期間×月商＋
　棚卸資産×月仕入高-
　仕入債務回転期間×月仕入高

この差が
経常運転
資金に該当！

図表２　経常運転資金の計算方法

（出所）図表１・２ともに筆者作成

ゼロゼロ融資返済に挑む！ゼロゼロ融資返済に挑む！ワイド
特集
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